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(57)【要約】
【課題】良好な超音波エコー画像を得ることができる超
音波内視鏡及び超音波検査装置を提供する。
【解決手段】超音波検査装置１は、挿入部１０と、挿入
部１０に設けられた超音波送受信部３１と、超音波送受
信部３１を覆って挿入部１０に取り付けられたバルーン
３３と、挿入部１０とバルーン３３とで形成される空間
であるバルーン内部空間３５に注入された液状の超音波
伝達媒体Ｌを排出する管路３６と、バルーン内部空間３
５を照明する照明部４０と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入される挿入部と、
　前記挿入部に設けられた超音波送受信部と、
　前記超音波送受信部を覆って前記挿入部に取り付けられたバルーンと、
　前記挿入部と前記バルーンとで形成される空間であるバルーン内部空間に注入された液
状の超音波伝達媒体を排出する管路と、
　前記バルーン内部空間を照明する照明部と、を備える超音波内視鏡。
【請求項２】
　請求項１記載の超音波内視鏡であって、
　前記照明部は、前記バルーンの前記バルーン内部空間側の面に照明光を照射する超音波
内視鏡。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の超音波内視鏡であって、
　前記照明部は、前記バルーン内部空間に開口している前記管路の開口部に隣接して設け
られている超音波内視鏡。
【請求項４】
　請求項１又は２記載の超音波内視鏡であって、
　前記照明部は、前記バルーン内部空間に開口している前記管路の開口部を介して前記バ
ルーン内部空間を照明する超音波内視鏡。
【請求項５】
　請求項４記載の超音波内視鏡であって、
　前記照明部は、前記管路の前記開口部を臨む管壁に設けられている超音波内視鏡。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載した超音波内視鏡と、
　前記超音波内視鏡の前記超音波送受信部で受信した超音波エコーを画像化する超音波観
測装置と、
　前記超音波観測装置で生成された画像を表示する表示装置と、を備える超音波検査装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波内視鏡及び超音波検査装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野で消化管等の管腔や体腔などに挿入され、組織の表面及び深部を検診し、ある
いは工業分野で配管などに挿入され、それらの物の表面及び深部を検査する用途に、超音
波内視鏡が用いられている。
【０００３】
　従来の超音波内視鏡は、典型的には、被検体に挿入される挿入部に超音波送受信部が設
けられており、この超音波送受信部で発生する超音波を被検体に当て、その超音波エコー
を超音波送受信部で受信する。受信された超音波エコーは画像化され、その画像は被検体
の表面及び深部の状態の診断に供される。
【０００４】
　ここで、超音波送受信部と被検体の観察部位との間に空気などの気体が介在すると、超
音波が減衰してしまい、画像を生成するための超音波エコーが得られなくなる。そこで、
超音波送受信部を覆うように伸縮性のあるバルーンが挿入部に着脱自在に取り付けられ、
挿入部とバルーンとで形成される空間であるバルーン内部空間に水などの液状の超音波伝
達媒体が注入される。超音波伝達媒体が注入されて膨らんだバルーンは観察部位に密着し
、それにより、超音波送受信部と観察部位との間が超音波伝達媒体で満たされる。
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【０００５】
　ところで、バルーン内部空間に超音波伝達媒体が注入される際に、超音波伝達媒体を供
給する管路内に滞留した気体が、気泡となってバルーン内部空間に混入する場合がある。
そこで従来、被検体への挿入に先立って、準備的に超音波伝達媒体がバルーン内部空間に
注入されている。それにより、超音波伝達媒体の供給路内の気体は押し出され、供給路内
は超音波伝達媒体で満たされる。そして、バルーン内部空間の気泡は、超音波伝達媒体と
もども吸引され、除去されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　特許文献１に記載された超音波内視鏡は、さらに、バルーン内部空間の超音波伝達媒体
や気泡を排出するための管路の開口部を指示するための指標を有している。この指標に合
わせてバルーン内部空間の気泡を管路の開口部付近に集めて吸引することにより、バルー
ン内部空間に気泡が残留することを防止するようにしたものである。
【特許文献１】特開２００１－１１２７６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　超音波伝達媒体をバルーン内部空間に注入し、バルーン内部空間の気泡を吸引して除去
する上記の準備作業は、十分な照明の下で行われるとは限らない。さらに、バルーンの材
料としては、ラテックスやシリコンゴムなどが用いられるが、それらは、一般的には乳白
色を呈する半透明なものであり、バルーン内部空間の気泡の視認性は、必ずしも良好であ
るとはいえない。そのため、上記の準備作業において、バルーン内部空間の気泡の残留が
看過される虞があり、そして、残留した気泡により超音波エコー画像に欠損を生じ、正確
な診断を妨げる可能性がある。
【０００８】
　本発明は、上述した事情に鑑みなされたものであり、その目的は、良好な超音波エコー
画像を得ることができる超音波内視鏡及び超音波検査装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明は下記（１）～（６）を特徴としている。
　（１）　被検体に挿入される挿入部と、前記挿入部に設けられた超音波送受信部と、前
記超音波送受信部を覆って前記挿入部に取り付けられたバルーンと、前記挿入部と前記バ
ルーンとで形成される空間であるバルーン内部空間に注入された液状の超音波伝達媒体を
排出する管路と、前記バルーン内部空間を照明する照明部と、を備える超音波内視鏡。
　（２）　（１）記載の超音波内視鏡であって、前記照明部は、前記バルーンの前記バル
ーン内部空間側の面に照明光を照射する超音波内視鏡。
　（３）　（１）又は（２）記載の超音波内視鏡であって、前記照明部は、前記バルーン
内部空間に開口している前記管路の開口部に隣接して設けられている超音波内視鏡。
　（４）　（１）又は（２）記載の超音波内視鏡であって、前記照明部は、前記バルーン
内部空間に開口している前記管路の開口部を介して前記バルーン内部空間を照明する超音
波内視鏡。
　（５）　（４）記載の超音波内視鏡であって、前記照明部は、前記管路の前記開口部を
臨む管壁に設けられている超音波内視鏡。
　（６）　（１）～（５）のいずれか一項に記載した超音波内視鏡と、前記超音波内視鏡
の前記超音波送受信部で受信した超音波エコーを画像化する超音波観測装置と、前記超音
波観測装置で生成された画像を表示する表示装置と、を備える超音波検査装置。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、照明部によってバルーン内部空間を照明することにより、バルーン内
部空間にある気泡の輪郭が明瞭に浮き立って、気泡の視認性が高められる。それにより、
バルーン内部空間の気泡の残留が看過されるのを防止し、バルーン内部空間から気泡を確
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実に除去することができる。そして、得られた超音波エコーから生成される画像に、気泡
に起因した欠損が生じるのを防止することができる。
【００１１】
　照明部が、バルーンのバルーン内部空間側の面（内表面）に照明光を照射すれば、バル
ーンの外表面に照明光を照射する場合における外表面での散乱が軽減されるので、気泡の
視認性が一層高められる。
【００１２】
　照明部が、バルーン内部空間に開口している管路の開口部に隣接して設けられれば、光
輝する照明部によって管路の開口部の位置を指示することができる。また、照明部が、バ
ルーン内部空間に開口している管路の開口部を介してバルーン内部空間を照明すれば、管
路の開口部から照明光が射出されることとなって管路の開口部が光輝し、それにより、管
路の開口部の位置を指示することができる。これは、特に小型の超音波内視鏡において有
効であり、全体の小型化に伴って縮小される管路の開口部を容易に且つ確実に発見するこ
とができる。そして、バルーン内部空間にある気泡を確認しつつ、それらの気泡を管路の
開口部付近に集めることができるので効率的であり、気泡を管路の開口部付近に集めて吸
引することにより、バルーン内部空間に気泡が残留するのを防止することができる。
【００１３】
　また、本発明によれば、上述のとおり超音波内視鏡のバルーン内部空間からは気泡が除
去されるので、気泡に起因した欠損のない超音波エコー画像を得ることができ、正確な検
査が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の好適な実施形態について、図面を参照して説明する。図１は本発明の実
施形態の超音波検査装置及び超音波内視鏡の一例の斜視図、図２は図１の超音波内視鏡の
平面図、図３は図１の超音波内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す断面図、図４は図１
の超音波内視鏡の内部構造を示す模式図である。
【００１５】
　図１に示すように、超音波検査装置１は、超音波内視鏡２と、超音波内視鏡２で得られ
た超音波エコーを画像化する超音波観測装置３と、超音波観測装置３で生成された超音波
エコー画像を表示するモニタ（表示装置）４と、を備えている。超音波検査装置１は、さ
らに、後述する光学画像用の光源装置５及びプロセッサ６と、後述する超音波伝達媒体を
収容し、この超音波伝達媒体を超音波内視鏡２に供給（排出）するための注射筒１３と、
を備えている。これら超音波観測装置３、モニタ４、光源装置５、プロセッサ６は、カー
ト９の棚に適宜設置されている。尚、手動の注射筒１３に替えて電動のポンプ装置を用い
ることもできる。
【００１６】
　さらに図２を参照して、超音波内視鏡２は、被検体に挿入される挿入部１０と、挿入部
１０の後端部に連なって設けられた把持部を兼ねる操作部１１と、この操作部１１の後端
部に設けられた超音波伝達媒体を注入するための注入口２１と、操作部１１から延びるユ
ニバーサルケーブル１２とを備えている。
【００１７】
　挿入部１０は、用途によっては硬性の筒とされる場合もあるが、図示の例では軟性なチ
ューブとされており、その先端部に、超音波送受信部３１が設けられている。この超音波
送受信部３１は、挿入部１０やユニバーサルケーブル１２内を挿通された配線及びユニバ
ーサルケーブル１２に設けられた超音波コネクタ１２ａを介して超音波観測装置３に接続
されている。超音波送受信部３１は、超音波観測装置３から入力される駆動信号に基づい
て被検体に向け超音波を発生し、そして、被検体で反射された超音波エコーを受信し、こ
れを電気信号に変換して超音波観測装置３に出力する。
【００１８】
　超音波送受信部３１の付け根にあたる挿入部１０の湾曲部１０ａは湾曲可能となってい
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る。操作部１１には、湾曲部１０ａの湾曲を遠隔操作するための操作ノブ２０が設けられ
ており、この操作ノブ２０には、一端を湾曲部１０ａに接続した複数のワイヤが挿入部１
０内を挿通されて接続されている。これらのワイヤは、操作ノブ２０の回転操作により選
択的に引っ張られ、あるいは繰り出され、それにより、湾曲部１０ａの湾曲が遠隔操作さ
れるようになっている。
【００１９】
　超音波内視鏡は、超音波エコー画像に加えて被写体表面の光学画像を取得するための光
学系をさらに備えることができる。そのような光学系として、超音波内視鏡２は、挿入部
１０の先端部に、撮像素子と、被写体を照明する照明光を射出する照明光学系と、被写体
で反射された反射光を集光し撮像素子に結像する対物レンズとを有する。被写体照明光を
導光する光ファイバ等の導光部材や撮像素子で変換された撮像信号を伝送する信号ケーブ
ルは、挿入部１０やユニバーサルケーブル１２内を挿通されている。
【００２０】
　被写体照明光を導光する上記導光部材は、ユニバーサルケーブル１２に設けられたＬＧ
コネクタ１２ｂを介して光源装置５に接続されており、光源装置５から発せられる被写体
照明光を上記照明光学系に導光している。また、撮像信号を伝送する上記信号ケーブルは
、ユニバーサルケーブル１２に設けられた電気コネクタ１２ｃを介してプロセッサ６に接
続されており、プロセッサ６は、上記撮像信号から光学画像を生成する。プロセッサ６で
生成された光学画像は、例えば超音波エコー画像と適宜切り替えて、あるいは超音波エコ
ー画像にピクチャ・イン・ピクチャでモニタ４に表示される。
【００２１】
　図３に示すように、挿入部１０の先端部には、上述のとおり超音波送受信部３１が設け
られている。そして、超音波内視鏡２は、超音波送受信部３１を覆って挿入部１０の先端
部に取り付けられたバルーン３３と、バルーン３３と挿入部１０とで形成される空間であ
るバルーン内部空間３５に開口する管路３６と、バルーン内部空間３５を照明する照明部
４０と、をさらに備えている。
【００２２】
　超音波送受信部３１には、電気信号と超音波とを相互に変換する超音波トランデューサ
３２が設けられている。この超音波トランデューサ３２は、円柱状の挿入部１０の中心軸
のまわりに円周方向に並んで複数の素子が配設されたラジアル走査型の超音波トランデュ
ーサである。よって、超音波送受信部３１は、挿入部１０の先端部の全周にわたっている
。
【００２３】
　超音波送受信部３１を覆うバルーン３３は、略円筒状に成形され、その内に挿入部１０
の先端部を挿通させて挿入部１０の先端部に取り付けられている。挿入部１０の先端部に
は、超音波送受信部３１を間に挟むように、２本の円環状のバルーン取り付け溝３４ａ，
３４ｂが形成されている。バルーン３３は、その両端に肉厚な環状の締め付け部３７を備
えており、これらの締め付け部３７をそれぞれバルーン取り付け溝３４ａ，３４ｂに水密
に取り付けられ、挿入部１０の先端部に固定されている。それにより、超音波送受信部３
１は、その外周を全周にわたってバルーン３３により覆われる。
【００２４】
　バルーン内部空間３５には、脱気水などの液状の超音波伝達媒体Ｌが適宜注入される。
バルーン３３は、例えばラテックス、シリコンゴム、等の伸縮性のある透明あるいは半透
明な防水材料で形成されており、バルーン内部空間３５に上記の超音波伝達媒体Ｌが注入
されることによって膨張し、被検体の観察部位の表面に密着するようになっている。
【００２５】
　管路３６は、挿入部１０内に配設され、そして、２本のバルーン取り付け溝３４ａ，３
４ｂの間で挿入部１０の外周面に開口しており、即ち、バルーン内部空間３５に開口して
いる。バルーン内部空間３５への超音波伝達媒体Ｌの注入及びバルーン内部空間３５から
の超音波伝達媒体Ｌの排出は、この管路３６を介して行われる。
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【００２６】
　図４に示すように、管路３６は、操作部１１に設けられた注入口２１に接続しており、
この注入口２１には、注射筒１３が接続される。注射筒１３に替えてポンプ装置を用いる
場合に、ポンプ装置は例えば接続管を介して注入口２１に接続される。超音波伝達媒体Ｌ
は、注射筒１３あるいはポンプ装置に収容されており、超音波伝達媒体Ｌの注入及び排出
は、注射筒１３の押引操作、あるいはポンプ装置の注入・排出操作によって制御される。
【００２７】
　尚、超音波内視鏡２では、超音波伝達媒体Ｌの注入及び排出は、注入口２１に接続され
た注射筒１３あるいはポンプ装置により、管路３６を介してなされるが、必ずしも管路３
６のみによる構成でなく、注入用管路と排出用管路を別として、操作部１１に注入用接続
口及び排出用接続口をそれぞれ設けた構成であってもよい。
【００２８】
　上述のとおりバルーン内部空間３５に超音波伝達媒体Ｌが注入され、バルーン３３が膨
張して被検体の観察部位の表面に密着することにより、超音波送受信部３１と被検体の観
察部位との間が超音波伝達媒体Ｌで満たされるわけであるが、初回の超音波伝達媒体Ｌの
注入では、管路３６等の内に滞留した気体が、気泡となってバルーン内部空間３５に混入
する場合がある。そこで、超音波内視鏡２では、挿入部１０が被検体に挿入されるのに先
立って、バルーン内部空間３５の気泡の除去が行われる。
【００２９】
　バルーン内部空間３５からの気泡の除去作業の一例として、はじめに、バルーン３３の
締め付け部３７はバルーン取り付け溝３４ｂのみに取り付けておき、バルーン取り付け溝
３４ａ側は開放にしておく。そして、注入口２１に接続された注射筒１３もしくはポンプ
装置より超音波伝達媒体Ｌを注入する。それにより、管路３６内の気体は押し出され、管
路３６内は超音波伝達媒体Ｌで満たされる。そして、バルーン取り付け溝３４ａ側の締め
付け部３７を取り付ける。さらに超音波伝達媒体Ｌを注入することによりバルーン内部空
間３５は超音波伝達媒体Ｌで満たされ膨張する。このとき、バルーン内部空間３５に気泡
がある場合に、注射筒１３もしくはポンプ装置を操作して超音波伝達媒体Ｌともども気泡
を吸引し、バルーン内部空間３５から気泡を除去する。気泡が注射筒１３もしくはポンプ
装置まで排出されると、管路３６内は超音波伝達媒体Ｌで満たされていることから、以後
の超音波伝達媒体Ｌの注入で、バルーン内部空間３５への気泡の混入がなくなる。
【００３０】
　バルーン内部空間３５から気泡を除去する上記の作業において、バルーン内部空間３５
に残留する気泡はバルーン３３を通して視認される。バルーン３３を通すことによる視認
性の低下によってバルーン内部空間３５に残留する気泡Ａが看過されるのを防止するため
、超音波内視鏡２では、照明部４０によりバルーン内部空間３５を照明する。
【００３１】
　図３に示すように、照明部４０は、光源としての発光ダイオード（ＬＥＤ）４１を有し
ている。このＬＥＤ４１は、２本のバルーン取り付け溝３４ａ，３４ｂの間で挿入部１０
の外周面に取り付けられており、よって、バルーン３３に覆われ、バルーン３３のバルー
ン内部空間３５側の面（内表面）に照明光を照射する。尚、ＬＥＤ４１への電力の供給は
、例えば挿入部１０内を挿通された配線を介して行われ、操作部１１でＯＮ／ＯＦＦ等の
制御が行われる。
【００３２】
　ＬＥＤ４１が発光することにより、バルーン内部空間３５が照明される。それにより、
図５（Ａ）に示すように、バルーン内部空間３５に残留する気泡Ｇの輪郭が明瞭に浮き立
ち、バルーン３３を通しても気泡の視認性が高まる。ここで、バルーン３３の外表面に照
明光を照射してバルーン内部空間３５を照明することによっても気泡の視認性を高めるこ
とができるが、特に、ＬＥＤ４１は、バルーン３３の内表面に照明光を照射してバルーン
内部空間３５を照明しており、バルーン３３の外表面での散乱が軽減されるため、気泡の
視認性が一層高まる。



(7) JP 2010-17229 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

【００３３】
　参考として図５（Ｂ）に、バルーン内部空間３５の照明がない場合を示すと、バルーン
内部空間３５に残留する気泡Ｇの輪郭が不明瞭であり、その傾向は、一般的なラテックス
やシリコンゴムで形成された乳白色を呈する半透明なバルーンで顕著であり、気泡Ｇの視
認性が十分ではない。
【００３４】
　尚、ＬＥＤ４１に替えて蓄光材を用いてもよい。蓄光材としては、酸化アルミニウムな
どの酸化物を母体とし、これに希土類元素などを添加したものを例示することができる。
また、超音波内視鏡２は、上述のとおり、被写体表面の光学画像を取得するための光学系
を備えている。そこで、この光学系において光源装置５の被写体照明光を導光する導光部
材から支線を分岐させ、この支線をＬＥＤ４１の位置に導いて、ＬＥＤ４１に替わる照明
部４０の光源としてもよい。
【００３５】
　照明部４０によりバルーン内部空間３５が照明され、そして、バルーン内部空間３５に
気泡が認められる場合には、それらの気泡を超音波伝達媒体Ｌともども吸引する作業が繰
り返し行われ、バルーン内部空間３５から完全に気泡が除去される。ここで、超音波伝達
媒体Ｌともども気泡を吸引する際に、管路３６の開口部３６ａの近傍にある気泡は吸引さ
れ易い。
【００３６】
　この管路３６の開口部３６ａもまた、バルーン３３を通して視認される。そのため、気
泡と同様に視認性が十分ではない。そこで、ＬＥＤ４１が開口部３６ａに隣り合って設け
られていることが好ましい。それによれば、開口部３６ａの位置が光輝するＬＥＤ４１に
よって指示されるので、開口部３６ａの大まかな位置を容易に認識することができる。さ
らに、バルーン内部空間３５にある気泡を確認しつつ、それらの気泡を管路３６の開口部
３６ａの近傍に集めることができるので効率的である。
【００３７】
　以上の準備作業を経ることにより、バルーン内部空間３５から気泡が完全に除去され、
超音波伝達媒体Ｌの再度の注入でバルーン内部空間３５に気泡が混入することもなくなる
。その後に、挿入部１０が被検体に挿入され、バルーン内部空間３５に超音波伝達媒体Ｌ
が注入される。バルーン内部空間３５に超音波伝達媒体Ｌが注入されてバルーン３３が膨
張し、膨張したバルーン３３が被検体の観察部位の表面に密着した際には、超音波送受信
部３１と被検体の観察部位との間が超音波伝達媒体Ｌで満たされる。
【００３８】
　超音波送受信部３１から被検体に向けて放射された超音波は、気泡により減衰すること
なく被検体に到達し、そして、被検体で反射された超音波エコーもまた、気泡により減衰
することなく超音波送受信部３１に到達する。それにより、得られた超音波エコーから生
成される画像に、気泡に起因した欠損が生じるのが防止される。
【００３９】
　次に、図６を参照して、本発明の実施形態の超音波内視鏡の他の例を説明する。尚、上
述した超音波内視鏡２と共通する構成要素については同一符号を付することにより説明を
省略あるいは簡略する。
【００４０】
　図６に示すように、超音波内視鏡１０２は、被検体に挿入される挿入部１０と、挿入部
１０の先端部に設けられた超音波送受信部３１と、この超音波送受信部３１を覆って挿入
部１０に取り付けられたバルーン３３と、挿入部１０とバルーン３３とで形成される空間
であるバルーン内部空間３５から超音波伝達媒体Ｌを排出する管路３６と、バルーン内部
空間３５を照明する照明部１４０と、を備えている。
【００４１】
　管路３６は、バルーン内部空間３５に開口しており、その開口部３６ａから挿入部１０
の中心軸に向けて半径方向に延び、そして、略直角に屈曲して、挿入部１０の中心軸に沿
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って操作部１１に向けて延びている。この屈曲部において、開口部３６ａを半径方向に臨
む管壁には、凹部３６ｂが形成されている。
【００４２】
　照明部１４０は、光源としてのＬＥＤ１４１と、レンズ１４２と、を有しており、ＬＥ
Ｄ１４１は、管路３６の凹部３６ｂに収納されている。レンズ１４２は、凹部３６ｂの開
口部を水密に閉塞している。
【００４３】
　ＬＥＤ１４１が発光すると、その照明光はレンズ１４２を透過し、管路３６の開口部３
６ａからバルーン内部空間３５に射出され、バルーン内部空間３５が照明される。それに
より、バルーン内部空間３５に残留する気泡の輪郭が明瞭に浮き立ち、バルーン３３を通
しても気泡の視認性が高まる。
【００４４】
　特に、管路３６の開口部３６ａからバルーン内部空間３５に射出されたＬＥＤ１４１の
照明光は、バルーン３３の内表面に照射されてバルーン内部空間３５を照明する。そのた
め、バルーン３３の外表面に照明光を照射する場合における外表面での散乱が軽減され、
気泡の視認性が一層高まる。
【００４５】
　そして、気泡の視認性が高まることにより、バルーン内部空間３５の気泡の残留が看過
されるのを防止し、バルーン内部空間３５から気泡を確実に除去することができる。そし
て、得られた超音波エコーから生成される画像に、気泡に起因した欠損が生じるのを防止
することができる。
【００４６】
　さらに、超音波内視鏡１０２では、管路３６の開口部３６ａから照明光が射出されるこ
ととなって管路３６の開口部３６ａが光輝し、それにより、管路３６の開口部３６ａの位
置が直接的に指示される。それにより、開口部３６ａの正確な位置を容易に認識すること
ができる。さらに、バルーン内部空間３５にある気泡を確認しつつ、それらの気泡を管路
３６の開口部３６ａの近傍に集めることができるので効率的である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施形態の超音波検査装置及び超音波内視鏡の一例を示す斜視図である
。
【図２】図１の超音波内視鏡の平面図である。
【図３】図１の超音波内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す断面図である。
【図４】図１の超音波内視鏡の内部構造を示す模式図である。
【図５】図１の超音波内視鏡のバルーンを通して視認される気泡の様子を模式的に示す図
である。
【図６】本発明の実施形態の超音波内視鏡の他の例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　　　超音波検査装置
　２　　　超音波内視鏡
　３　　　超音波観測装置
　４　　　モニタ（表示装置）
　５　　　光源装置
　６　　　プロセッサ
　９　　　カート
　１０　　挿入部
　１０ａ　湾曲部
　１１　　操作部
　１２　　ユニバーサルケーブル
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　１３　　注射筒
　２０　　操作ノブ
　２１　　注入口
　３１　　超音波送受信部
　３２　　超音波トランデューサ
　３３　　バルーン
　３４ａ，３４ｂ　バルーン取り付け溝
　３５　　バルーン内部空間
　３６　　管路
　３６ａ　管路の開口部
　３６ｂ　管路の凹部
　３７　　締め付け部
　４０　　照明部
　４１　　ＬＥＤ
　１０２　超音波内視鏡
　１４０　照明部
　１４１　ＬＥＤ
　１４２　レンズ
　Ｇ　　　気泡
　Ｌ　　　超音波伝達媒体

【図１】 【図２】



(10) JP 2010-17229 A 2010.1.28

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



专利名称(译) 超声波内窥镜和超声波检查装置

公开(公告)号 JP2010017229A 公开(公告)日 2010-01-28

申请号 JP2008177881 申请日 2008-07-08

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士公司

[标]发明人 門田昌士

发明人 門田 昌士

IPC分类号 A61B8/12

FI分类号 A61B8/12

F-TERM分类号 4C601/BB06 4C601/BB24 4C601/EE04 4C601/FE02 4C601/GB10 4C601/GC02 4C601/GC13 4C601
/GC24

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供能够获得良好的超声回波图像的超声波内窥镜和超
声波检查装置。 解决方案：超声波检查装置1包括插入部分10，设置在
插入部分10中的超声波发送/接收部分31，附接到插入部分10以覆盖超声
波发送/接收部分31的气球33，插入用于排出注入到球囊内部空间35中的
液体超声波传输介质L的管线36，该球体内部空间35是由部分10和球囊
33形成的空间，以及用于照射球囊内部空间35的照明部分40。 。 点域

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9fba6d93-5e60-42c4-a18d-c8ebde69f039
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041702718/publication/JP2010017229A?q=JP2010017229A

